

























の役割について解析を行った．HIF-2alpha が ALDH-Low EPC の創傷治癒に作用していることが，
有茎皮弁マウスモデルの解析で明となった。また，HIF の標的遺伝子である VEGF および CXCR4
が創傷治癒に重要な役割を果たしていることが証明された。 
 
研究成果の概要（英文）：We have reported previously that ALDH-Low EPC possess hypoxic 
response. In this study, we examined how hypoxia-inducible factor (HIF) is involved in 
the repair of ischemic tissue in a mouse flap model. HIF-2alpha but not HIF-1alpha was 
highly associated with the reduced tissue damage in ischemia. Finally, we found that 
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 骨髄から EPC の末梢血中への動員は，
G-SCF (granulocyte colony-stimulating 


































（平成 20 年度） 





子（Hypoxia inducible factor: HIF）の




(3) 具体的には，ALDE-low EPC に HIF-1alpha
あるいは HIF-2alpha に対する siRNA を遺伝
子導入し，mRNA レベルにおいて発現低下がみ




（平成 21 年度） 
(4) それぞれのHIFに対するsiRNAを用い
て，HIF-1alpha あるいは HIF-2alpha の蛋








（平成 22 年度） 
(5) 虚血発症を誘導したヌードマウスに対
して，生体外において HIF に対するｓiRNA





② 移植した EPC がどのように血管新生に
寄与するのかについて定量的検討を行う. 
③ 移植した EPC 数と新生血管数の相関に
について検討する（免疫組織染色）. 
④ 新生血管に移植した EPC が取りこまれ










(1) ALDE-low EPCに対して，HIF-1alpha siRNA


























して，VEGF siRNA と CXCR4 siRNA をそれぞれ
導入した細胞を作成し, マウス有茎皮弁移
植モデルにより,創傷治癒効果について比較




(4) VEGF siRNA あるいは CXCR4 siRNA を導入
した細胞群に対して，マウス有茎皮弁移植モ
デルにより，遊走能について解析を行った．
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